別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名：農地の多目的活用支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　草地飼料担当　電話番号：058-272-1111（内2877）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,350千円（前年度予算額：3,800千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  飼料用稲の作付の拡大、和牛等の放牧推進を図ることにより、遊休農地の解消を図り豊かな農地を保全する。
（１）飼料用稲の生産拡大　      　　

　　　・生産モデル実証ほの設置（東濃）

    　・現地研修会の開催

（２）耕作放棄地への放牧拡大　　　　

  　　・高張力線の電気牧柵の実証展示

  　　・放牧調査及び普及指導の実施

  　　・放牧影響調査（水質検査等）の実施

　　　・放牧技術現地検討会の開催
	２　所要経費


○事業費　　1,350千円

（１）飼料用稲の生産拡大　 　 　
544千円　
（２）耕作放棄地への放牧拡大    
806千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・企業の参入や牛の放牧等で耕作放棄解消の優良事例を普及拡大する。
	２　これまでの取組状況


○平成21年度
（１）飼料用稲の生産拡大
・飼料用稲生産モデル実証ほを設置した。（高山市内444a、郡上市内65a）

・稲発酵粗飼料の収穫実証調査
モデル実証ほにおいて、飼料用稲専用収穫機械の展示並びに作業実証を行うとともに、収穫された稲発酵粗飼料の収量や品質を調査した。（8/25～8/29）
・飼料用稲生産拡大に向けた普及啓発と収穫調製技術の習得を目的に、飼料用稲（稲発酵粗飼料）に関する現地検討会を開催した。（8/26）

（２）耕作放棄地への放牧拡大

・各農林事務所に「放牧お試しセット」を設置し、放牧を検討している集落において実証展示を行うための貸出しをおこなった。（7/14～）
・電気牧柵の設置方法について、関係者の認識を深めるため研修会を開催した。（東濃牧場）（7/28）
・水田を活用した放牧を推進するため、現地研修会を開催した。（関市）（10/21）
	３　これまでの取組に対する評価


飼料用稲の生産、収穫調製に関する技術指導などを行った結果、郡上市、高山市における飼料用稲生産面積の拡大につながった。

県内の平成21年度の飼料用米生産面積は239haで前年より76ha増加、稲発酵粗飼料の生産面積は42haで前年より20ha増加した。

研修会や技術指導の結果、飼料用稲の生産・利用を始めるきっかけづくりにつながっている。低コストかつ効率的、高品質な飼料として生産を拡大するため、引き続き技術指導を行うとともに、岐阜県版生産マニュアルを作成するための実証データを収集する必要がある。
　耕作放棄地等への放牧の取組は着実に増加し、平成21年度は、約21haの水田や野草地を活用して115頭の和牛が放牧された。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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